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･[太郎を目撃した場合]タロ- キノナ コノ セギサ スフツタッタ (太郎は昨日この
席に座った)
｡[壁を見たことを思い出して]カベノ ペンキ アゲガッタッタ(壁のペンキは赤かった)








































2.動詞述語のアスペク ト｡テンス ｡ムー ド体系
2. 1.存在動詞
存在動詞 ｢アル｣｢イル｣のパラダイムは次のようである｡なお､非存在形容詞 もあわせ






普通 丁寧 普通 丁寧
未 来 アル アリス ネ ネガス
現 在 アル アリス ネ ネガス
過去 体験性中立 アツタ アリスタツタガス ネガツタ ネガス夕ツタガス
肯定 否定
普通 丁寧 普通 丁寧
未 来 イル イス イネ イネガス
覗荏 アクチュアル性中立 イル イス イネ イネガス
アクチュアル性明示 イダ イスタダガス




② ｢体験｣には発話者自身が存在の主体 となる場合 (直接体験)と､発話者以外の主体
の存在を発話者が何らかの知覚によってとらえる場合 (知覚体験)とがある｡
｡[体験性中立]オラ キノナ ウッツァ イダ (私は昨日家にいた)
｡[直接体験性明示]オラ キノナ ウッツア イダック (私は昨日家にいた)
｡[体験性中立]タロ- キノナ ウッツァ イダ (太郎は昨日家にいた)
｡[知覚体験性明示]タロ- キノナ ウッツァ イダッタ (太郎は昨日家にいた)
なお､存在動詞 ｢オリス (おります)｣のパラダイムは ｢イダ｣に準じ､丁寧体の動詞の
継続相 ｢ステオリス (しております)｣形式を形成する補助動詞として文法化しているし､






覗 アクチュアル性中立 オリス オ リ イ ン
荏 アクチュアル性明示 オリス夕
過去 体験性中立 オリスタ オリインカッタ明示 夕ツタ ツタ
【表4】ござる (丁寧体)2)
肯定 否定
未来 ゴザリス (ガス) ゴザリイン (ガイン)
現在 ゴザリス (ガス) ゴザリイン (ガイン)











完成相 継続相 完成相 継続相
未来 ノム ノンデル ノミスムガス ノンデスッカス
覗荏 アクチュアル性中立明示 - ノンデルダ - ノンデスッカス夕ダガ
過去 体験性中立 ノンダ ノンデダ ノミスタンダガス ノンデス夕ダガス
否定
普通 丁寧
完成相 継続相 完成相 継続相
ノマネ ノンデネ ノマネガス ノンデネガス
- ノンデネ - ノンデネガス
ノマネガッタ ノンデネガツタ ノマネガス夕 ノンデネガス夕
ノマネガッタガス ノンデネガツタガス
ノマネガッタツタ ノンデネガツタツタ ノマネガス夕ツタ ノンデネガス夕ツタ
｢ノンデダ｣､｢ノンデダッタ｣の2つの過去形 は次のように対立 している｡
第一過去形 ｢ノンデダ｣は､動詞がきしだす動作 を発話主体が知覚 しているか どうかに
は関知 しない｡それに対 して､第二過去形 ｢ノンデグッタ｣は､当該動作 を知覚 ｡体験 し
ていない場面では使用できない｡た とえば､次の初めの 2例で､発話者 は階下にいて母の
動作 を実際には見ていないし､父は隣の部屋にいるので父の動作 は発話者には見 えていな
い｡ このような場面を､体験的過去形-第二過去形でさしだす ことはできない｡
【動作継続 】 4)
A(その とき自分 は階下 にいたが)アン ドキ カーチャン こゲ-デ タンスサ フグ
スマ ッテダ(*スマッテグッダ) (あの ときお母 さんは2階でタンスに洋服 をしまって
いた)











































｡[座ぶとんが温かいのに気づいて]ダレガ コゴサ スワッテダ (誰かがここに座った
のだ)









｡ハイタッツアン モー キタ/キテダ (郵便屋さん､もう来た)(*キテダッタ)
｡モー マド アゲダ/アゲデダ (もう窓開けた)(*アゲデグッタ)






弓戦時中の話をしながら]アノ コロ マイヌズ ヒト スンデダ/スンデグッタ/ス
.i
ンダ/スンダッタ (あの頃は毎日人が死んでいた (死んだ))
｡カーチャン ムガス マイトス イマゴロ フエフブ スマッテダ/スマッテダッ
タ/スマッタッタ (お母さんは昔､毎年この時期に冬物の洋服をしまっていた)








｡[戸の立て付けが悪い]コノ ト スグ アグ (この戸はすぐに開く)
｡タロ- ギョウギイグ スフル (太郎は (まだ小さいのに)行儀良く座る)
｡サガナワ コノ ホイジョデ キル (魚はこの包丁で切る)
｡トー チャン サゲ ノム (お父さんは酒を飲む)
｡アガンボワ ヨグ ナグ (赤ちゃんはよく泣く)
･ホッカイドワ ヌホンノ チタヌ アル (北海道は日本の北にある)















過 体験性中立 ノンダ ノンデダ
















普通 丁寧 普通 丁寧
未来 アゲ アゲガス アゲグネ アゲグネガス
現在 アゲ アゲガス アゲグネ アゲグネガス
アゲガッタ アゲガス夕 アゲグネガツタ アゲグネガス夕
過去 アゲガッタガス アゲグネガツタガス




普通 丁寧 普通 丁寧
未来 イ イガス イグネ イグネガス
現在 イ イガス イグネ イグネガス
過去 イガッタ イガス夕 イグネガツタ イグネガス夕
イガッタガス イグネガツタガス
イガッタツタ イガス夕ツタ イグネガツタツタ イグネガス夕ツタ
｡[見たことのない昔の太郎の髪を想像し]タロ-ノ カミ モドワ クロガッタ (*ク
ロガッタッタ)(太郎の髪はもとは黒かっただろう)
｡イエヤスフ アダマ イガッタ/イ (家康は頭が良かった/良い)(*イガッタッタ)
次の2例のように､知覚にもとづく特性認知､評価的判断の場合は､第一過去形も第二
過去形も使える｡第二過去形クロガッタッタを使えば､知覚性が前面化する｡
｡[昔見た太郎の髪を思い出して]タロ-ノ カミ モドワ クロガッタッタ/クロガッ
タ (太郎の髪はもとは黒かった)













｡ヤサイワ カラダサ イ (野菜は体に良い)
イ (良い)は､可能 (スンこイ)､許可 (ステイ)､許容 (ステモイ)､不必要 (スナクテ
ィ)など､後述するモーダルな複合述語の要素として文法化する｡これらの複合述語のテ









普通 丁寧 普 通 丁寧
未来 ゲンキダ ゲンキデガス 【ゲンキデネ ゲンキデネガス
現在 ゲンキダ ゲンキデガス ゲンキデネ ゲンキデネガス
過去 ゲンキダツタ ゲンキデガス夕 ゲンキデネガツタ ゲンキデネガス夕
ゲンキダツタガス ゲンキデネガツタガス















｡[元気そうにしている相手に]アンダ キョーワ イゲ-ヌ ゲンキデダナ (あなたは
今日は思ったより元気だね)






















普通 丁寧 普通 丁寧
未来 小学生ダ 小学生デガス 小学生デネ 小学生デネガス
現在 小学生ダ 小学生デガス 小学生デネ 小学生デネガス
過去 小学生ダツタ 小学生デガス夕 小学生デネガツタ 小学生デネガスタ
小学生ダツタガス 小学生デネガツタガス








｡[孫が祖母のアルバム写真を見ながら]コノコロ オバアサン マダ ショーガクセ-
ダッタ(ンダ)(*ショーガクセ-ダッタック)(この頃､おばあさんはまだ小学生だっ
た)
･[祖母が孫のアルバム写真を見ながら]コノコロ ハナコワ マダ ショーガクセ-
ダッタッタ (この頃､花子はまだ小学生だった)


















･[戦前生まれの古老が回想して]イスノマギワ センゼンカラ ニギャガナ マズダッ
タッタ (石巻は戦前からにぎやかな町だった)








｡イネガリワ ムガスワ ジューロード-グッタ/ジューロード-グッタッタ (稲刈り
は昔は重労働だった)
｡ミズワ ヒャクショーノ イノズグッタ/イノズダッタッタ (水は農民の命だった)
逆に､動詞述語でもあらわせるような具体的な事象は､比較的違和感なく体験的過去で
きしだすことができる｡このような例は名詞述語の中では周辺的である｡
｡カーチャン サッキナマデ ゴハンズメグッタッタ (お母さんはさっきまで食事の準
備をしていた)











普通 丁寧 普通 丁寧
未来 ノムニイ ノムニイガス ノマエネ ノマエネガス
現在 ノムニイ ノムこイガス ノマエネ ノマエネガス
過去 ノムこイガッタ ノムこイガスタ ノマエネガツタ ノマエネガス夕
ノムニイガッタガス ノマエネガツタガス




の構造であり､否定形 (不可能形)は ｢しえない｣から転 じたであろう ｢サエネ｣の形で
ある｡いずれも形容詞型の活用を引きついでいて､やはり2つの過去形をもつ｡動作主体-
能力主体が発話者以外である場合 (知覚体験) と､発話者自身である場合 (直接体験) と
がある｡3例目は､発話者による知覚 も直接体験 も不可能なので､第二過去形を使用する
ことができない｡
｡[今朝見たおじいさんの様子を報告 して]ズンチャン ケサワ タイチョ- イガッタ
ガラ ズブンデ オギムグンメ イガスタッタ (おじいさんは今朝は体調がよかった
ので､自分で起 きることができました)
｡オラ ハラへツテ メモツ ヒトッツモ ハゴバエネガッタッタ (私はおなかがすい
て､荷物を1つも運ぶことができなかった)





普通 丁寧 普通 丁寧
未来 ノンデイ ノンデイガス ノンデワガンネ ノンデワガンネガス
現在 ノンデイ ノンデイガス ノンデワガンネ ノンデブガンネガス
過去 ノンデイガッタ ノンデイガス夕 ノンデワガンネガツタ ノンデワガンネガス夕
ノンデイガッタガス ノンデワガンネガツタガス





｡シュグダイ オワッタラ ソドサ デハ ツテモ イガッタッタ (宿題が終わったら､
外に出てもよかった)






普通 丁寧 普通 丁寧
未来 ノマネゲネ ノマネゲネガス ノマネデイ ノマネデイガス
現在 ノマネゲネ ノマネゲネガス ノマネデイ ノマネデイガス
ノマネゲネガツタ ノマネゲネガス夕 ノマネデイガッタ ノマネデイガス夕
過去 ノマネゲネガツタガス ノマネデイガッタガス
ノマネゲネガツタツタ ノマネゲネガス夕ツタ ノマネデイガッタツタ ノマネデイガス夕ツタ
中田方言の義務｡必要形式は､｢飲 まなければならない｣に相当する ｢ノマネゲネ｣であ
り､その義務がないこと､不必要を表現する形式は ｢飲 まないでいい｣に相当する ｢ノマ
ネデイ｣である｡やはり2つの過去形 をもち､｢ノマネゲネ｣は否定形容詞 ｢ネ｣の活用を､
｢ノマネデイ｣は形容詞 ｢イ く良い)｣の活用を引き継いでいる｡
｡[手紙 を書 くのを忘れていたことに気づいて]シンシサ テガ ミ カガネゲネガッタッ
タ ((私は)先生に手紙を書かなければならなかった)








普通 丁寧 普通 丁寧
するのだ ノムンダ ノムンデガス ノムンデネ ノムンデネガス
するのだった ノムンダツタ ノムンダツタガス ノムンデネガツタ ノムンデネガツタガス
ノムンデガス夕 ノムンデネガス夕




タ｣の形と､第二過去形をとる ｢ノムンダッタッタ｣の形は､おおくが (想起)か (反実
仮想)を表現する｡
｡く想起)[この酒は誰が飲む予定なのかと聞かれ､太郎が飲むことにきまっていたこと
を思い出して]｢コノ サゲ タロ- ノムンダック/ノムングッタッタ｣((そういえ
ば)太郎がこの酒を飲むのだった)
｡く反実仮想)[薪が足 りなくなったことを後悔して]モット イッペ マギ ワットグ
ンダッタ/ワットグンダッタッタ ((私は)もっといっぱい薪を割っておくんだった)






























肯 定 否 定
普通 丁寧 普通 丁寧
未来 ワゲダ ワゲデガス ワゲデネ ワゲデネガスガイン
現在 ワゲダ ワゲデガス ワゲデネ ワゲデネガスガイン
過去 ワゲダツタ ワゲデガスタ ワゲデネガツタ ワゲデネガス夕
ワゲダツタガス ワゲデネガツタガスガインカツタ









普通 丁寧 普通 丁寧
未来 ハズダ ハズデガス ハズネ ハズネガスガイン
現在 ハズダ ハズデガス ハズネ ハズネガスガイン
過去 ハズダツタ ハズデガス夕 ハズネガツタ ハズネガス夕
ハズダツタガス ハズネガツタガスガインカツタ
?ハズダツタツタ ハズデガスタツタ ハズネガツタツタ ハズネガス夕ツタ
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｡キノナノ コンサート スズズヌ ハズマル ハズダッタ/ハズグッタッタ (昨日の
コンサートは7時に始まるはずだった)


























｡く形容詞)ヤ タロー アス ハエガッタ (ンダ)(おや､太郎は足が速かった)(*ハ
エガッタッタ)








タ｣､第二過去形 ｢アッタッタ｣ともに想起をあらわせる｡形容詞述語 ｢ハエ (遠い)｣の
場合､第一過去形｢ハエガッタ｣､第二過去形｢ハエガッタッタ｣ともに想起をあらわせる｡
名詞述語 ｢イシャダ (医者だ)｣の場合､第-過去形 ｢イシャダック｣は想起をあらわせる
が､第二過去形 ｢イシャダッタッタ｣が想起をあらわせるかどうかは微妙である｡存在動
詞 ｢イル｣の場合､第一過去形 ｢イダ｣､第二過去形 ｢イダッタ｣ともに想起をあらわせる｡
運動動詞 ｢カグ (描 く)｣の場合､第一過去形 ｢カイデダ｣､第二過去形 ｢カイデグッタ｣
ともに想起をあらわせる｡
｡く存在動詞アル)[今､ケースの中にメガネがあることに思いいたって]ンダック､メ
ガネ ケースン ナガサ アッタ/アッタッタ(そうだった､眼鏡はケースの中にあっ
た)




｡く存在動詞イル)タスカ アイヅニワ ハダヅこ ナル ムスコ イダ/イダッタ (確
か､あいつには二十歳になる息子がいた)
｡く運動動詞継続相)[太郎がいま絵を描いていることに思い至って]ンダッタ､タロ-
エ カイデダ (ンダ)/カイデダッタ (ンダ)(そうだった､太郎は絵を描いていたん
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発見 想起
第-過去 第二過去 節-過去 第二過去
存在動詞述語アル ○アツタ ×アツタツタ ○アツタ ○アツタツタ
形容詞述語 ○ハエガッタ ×ハエガッタツタ ○ハエガッタ ○ハエガッタツタ
名詞述語 ○イシャダツタ ×イシャダツタツタ ○イシャダツタ ?イシャダツタツタ























(く一-オリマス)｣が文法化した ｢ノンデオリス｣と､｢イス (-イマス)｣が文法化した ｢ノン
デス｣とでは､前者がより丁寧｡
2) ｢ガス｣は ｢ゴザリマス-ゴザリス-ガス｣のように､｢ガイン｣は ｢ゴザリマセン-ゴザリ







にあたる ｢ノミステガス (ノミステス)｣がある｡これは､丁寧動詞 ｢ノミマス｣の第二なか





･[太郎が窓を開けてしまっていた (窓は開いていた)のを思い出して]タロー マド アゲ
デダック (太郎が窓を開けていた)
｡[切ったスイカが置いてあったのを思い出して]カーチャン スイガ キッテグッタ (お母
さんがスイカを切っていた)



















完成相 継続相 完成相 継続相
未来 ノムベ ノンデツペ ノミスペ ノンデスペノムガスペ ノンデッカスペ
現在 - ノンデツペダベ ノンデスペッカスペ夕べダガ
過去 ノンダベ ノンデダベ ノミス夕べ ノンデス夕べ
ノンダガスペ ノンデダガスペ
ノンダツタベ ノンデダツタベ ノミスタツ夕べ ノンデスタツタベ
否定
普通 丁寧
完成相 継続相 完成相 継続相
ノマネベ ノンデネベ ノマネガスペ ノンデネガスぺ
- ノンデネベ - ノンデネガスペ
ノマネガッタベ ノンデネガツタベ ノマネガス夕べ ノンデネガス夕べ
ノマネガッタガスペ ノンデネガツタガスペ
ノマネガッタツタベ ノンデネガツタツタベ ノマネガス夕ツタベ ノンデネガスタツタベ
【表22】意志勧誘法 のもう｡のむまい
普通 丁寧
完成相 継続相 完成相 継続相
否定
完成柏 継続相 完成相 継続相





完成相 継続相 完成相 継続相
否定
普通 丁寧
完成相 継続相 完成相 継続相
-(a)seは丁寧体命令語尾｡｢とりなさい｣は｢トラセ｣､｢かきなさい｣は｢カガセ｣｢見なさ












現在 小学生デゴザリス 小学生デゴザリイン 小学生デガイン
過去 小学生デゴザリスタ 小学生デゴザリインカツタ 小学生デガインカツタ
8) ｢ノムこイグネ｣や ｢ノマエル｣の形はない｡
9)完成相 ｢ノムンダ (ノムンデガス)｣に対する継続相 ｢ノンデンダ (ノンデンデガス)｣も肯定｡
否定の対立をもつ ｡
1() 完成相 ｢ノンダンダ (ノンダンデガス)｣に対立する継続相 ｢ノンデダンダ (ノンデダンデガ
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